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．新学習

Ｑ１ 新学

り

Ａ１ 

Ｑ２ 新学

に

業

た

Ａ２ 

Ｑ３ 新学

か

ら

で

の

Ａ３ 

習指導要

学習指導要

小学校は平成

全面実施とな

学習指導要

全面実施まで

求められる教

業改善の視点

ず、授業改善

学習指導要

これからの未

から何が重要か

新たな価値を

できるようにす

ため、主体的

要領につい

要領は、いつ

成 32 年度、

なる予定です

要領全面実施

では、各種答

教育について

（主体的 ・対

善に取り組み

要領において

未来を生き抜

かを主体的に

を生み出して

するためには

的・対話的で

いて 

つから全面

中学校は平成

す。 

施までの期

答申や各教科の

て、理解を深め

対話的で深い

みましょう。

て授業改善

抜いていく児童

に判断し、自ら

ていくことが求

は、授業を通

で深い学びの視

1 

面実施にな

成 33 年度、高

期間は、何

の学習指導要

めておくこと

い学び）がす

善が求めら

童生徒は、社

ら問いを立て

求められてい

して必要な資

視点による授

りますか？

高等学校は平

（

をすればよ

要領解説等を

とが大切にな

すでに示されて

れているの

社会の加速度

ててその解決

います。この

資質・能力を

授業改善が求

？ 

平成 34 年度か

中央教育審議会

よいですか

読み込んで、

ります。授業

ていますので

のは、なぜ

的な変化の中

を目指し、他

ような社会に

育成する必要

求められていま

から年次進行

会教育課程部会資

？ 

これからの

業については

で、全面実施

ぜですか？ 

中で、膨大な

他者と協働し

に児童生徒が

要があります

ます。 

行によ

資料）

の時代

は、授

施を待

な情報

しなが

が対応

す。そ



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ４ 

Ａ４ 

Ｑ６ 

Ａ６ 

Ｑ５ 

Ａ５ 

これまで行

これまで

説明して児

があります

ては共有し

です。 

「特別の教

小学校は

生徒の現状

考え、自分

角的に学ぶ

小学校の外

小学校外

ら全面実施

国語活動は

行ってきた

で行われてき

児童生徒がノ

す。質の高い

しつつ、改善

教科 道徳

は平成 30 年度

状・実態を踏

分とは異なる

ぶ道徳科の授

外国語は、

外国語は、新

施になります

は、対象が３

た授業を変

た授業を全て

ートに書き写

い授業はこれま

善すべき指導に

徳」は、い

度、中学校は

踏まえた効果的

る意見と向かい

授業へと質的転

いつから全

新学習指導要領

す。年間授業時

・４年生にな

2 

える必要が

て否定するも

写すだけの授

までも数多く

については、

つから全面

は平成 31 年度

的な指導を通

い合い、議論

転換を図るこ

全面実施で

領において５

時数は 70 時間

なり、年間授

があります

ものではあり

授業ばかりが

く行われてい

真摯に受け

面実施です

度から全面実

通じて、自分

論する中で、

ことが求めら

ですか？ 

５・６年生で正

間です。これ

授業時数は 35

（中

か？ 

ません。しか

が続くとしたら

いますので、継

け止め創意工夫

か？ 

実施になります

分ならどのよ

道徳的諸価値

れています。

正式な教科と

れまで５・６年

5時間です。

央教育審議会教

かし、教師が

ら、指導を見

継承すべき指

夫していくこ

す。検定教科

うに行動・実

値について多

 

となり、平成

年生で行われ

 

教育課程部会資料

が一方的に

見直す必要

指導につい

ことが大切

科書や児童

実践するか

多面的・多

32 年度か

れてきた外

料）
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．主体的

Ｑ７ 主体

己

活

の

と

「

査

す

主

ま

Ａ７ 

Ｑ８ 主体

大

価

な

う

が

Ａ８ 

的・対話

体的・対話

中央教育審議

のキャリア形

活動を振り返っ

人との対話、

、「深い学び

見方・考え方

査して考えを形

することに向か

主体的 ・対話

しょう。 

体的・対話

児童生徒のア

大切です。同時

価を行い、改善

なく、内面であ

。このような

が期待できます

話的で深い

話的で深い学

議会の配布資

形成の方向と

って次につな

先哲の考え

び」は、習得

方」を働かせ

形成したり、

かうこと、と

話的で深い学び

話的で深い学

アクティブな

時に、教師は

善を図ること

ある思考の深

な取組を全教

す。 

い学びに

学びの実現

資料では、「主

と関連付けな

なげること、

え方を手掛か

・活用・探究

せながら、知識

問題を見出し

例示されてい

びを実現した

学びの視点

な学びの姿が

は、授業におけ

とが大切です。

深まりまで捉え

教職員が継続的

について

３ 

現とは、ど

主体的な学び

がら、見通し

「対話的な学

りに考えるこ

究という学び

識を相互に関

して解決策を

います。各学

た児童生徒の

点による授

現れつつ、ね

ける児童生徒

。その際、児

え、より質の

的・組織的に

 

ういうこと

び」は、学ぶ

しを持って粘

学び」は、子供

こと等を通じ

びの過程の中で

関連付けてよ

を考えたり、思

学校は、授業

の姿を明らかに

業改善で大

ねらいが達成

徒の実際の姿

児童生徒の表

の高い授業に

に行うことで

（中央教育

とですか？ 

ことに興味や

り強く取り組

供同士の協働

、自分の考え

で、各教科等

り深く理解し

思いや考えを

実践を通して

にして、授業

大切なこと

される授業を

から、自己の

面的な姿だけ

なるよう改善

、学校全体の

育審議会教育課程

 

や関心を持ち

組み、自己の

働、教職員や

えを広げ深め

等の特質に応

したり、情報

を基に創造し

て、より具体

業改善に取り

は、何です

を実現するこ

の指導につい

けを捉えるの

善していきま

の教育水準の

程部会資料） 

ち、自

の学習

や地域

めるこ

応じた

報を精

したり

体的な

組み

すか？ 

ことが

いて評

のでは

ましょ

の向上



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ11 

Ａ11 

Ｑ９ 

Ａ９ 

Ｑ10 

Ａ10 

Ｑ12 

Ａ12 

主体的・

授業にお

主体的・対

の特性や授

想定しなが

す。型の追

主体的・

主体的 

で考えるの

り指導する

単元や題材

い、児童生

えながら授

授業にお

知識の定

しながら課

ります。授

評価は、

指導と評

らば、指導

こと」につ

で評価する

このような

切になりま

いしは２つ

つながりま

対話的で深

おける児童生

対話的で深い

授業のねらい

がら、ねらい

追求に陥るこ

対話的で深

・対話的で深

のではなく、

る時間、児童

材のまとまり

生徒が考える

授業を行うこ

いて教師は

定着を図る時

課題を解決す

授業のねらい

どのような

評価の一体化

導したことに

ついて指導し

ることは、指

なことを避け

ます。授業に

つの評価規準

ます。 

深い学びの

生徒の学び方

い学びの実現

いによって効果

いの達成のた

となく、学習

深い学びの

深い学びの視

単元や題材

童生徒が協働

りで授業をデ

る場面と教員

ことが大切に

は、どのよ

時などは、教師

する時などは、

や学習活動に

なことに気

化を図ることで

について評価

したにもかかわ

指導と評価の一

けるためにも、

においては、毎

準に焦点化し、

４ 

実現には、

は、多種多様

に向かうとい

果の度合いは

めには、どの

習者である児

視点に立っ

視点に立った

のまとまりの

して課題を解

ザインする必

が教える場面

なります。

うな役割を

師主導の指導

、教師のファ

に応じて、役

気をつければ

です。例えば

を行うことで

わらず、読み

一体化が図ら

、単元全体を

毎時間全ての

、評価場面を

どのよう

様に存在しま

いうことはあ

は様々です。

のような学び

児童生徒のこと

った授業は

授業は、１時

の中で考える

解決していく

必要がありま

面をどのよう

を果たせば

導が効果的な

ァシリテータ

役割を考えなが

ばよいです

ば、国語で「

で指導と評価

み取ったことを

られておらず

を見通した観

の観点を評価

をしっかりと

な学び方が

す。この学び

ありません。同

大切なことは

び方が必要であ

とを第一に考

は、毎時間行

時間（１単位

ことが大切で

時間等、ねら

す。その意識

にバランスよ

ばよいですか

な場合もあれば

ー的な役割が

がら授業を行

すか？ 

「読むこと」に

価の一体化が図

を表現した成

ず、適切な評価

観点別評価計画

価する必要はあ

確保すること

が効果的で

び方を行えば

同じ学び方で

は、児童生徒

あるか考える

考えていきま

行いますか

位時間 ）の授

です。教師が

らいの達成に

識を持って授

よく組み立て

か？ 

ば、児童生徒

が効果的な場

行うことが大切

について指導

図れます。 

成果物を「書

価ではありま

画を立てるこ

ありません。

とが適切な評

ですか？ 

ば、必ず

でも教科

徒の姿を

ることで

しょう。

か？ 

授業のみ

がじっく

に向けて

授業を行

てるか考

徒が協働

場合もあ

切です。

導したな

「読む

くこと」

ません。

ことが大

１つな

評価へと
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．新大分

Ｑ14 １時

授

の

確

め

と

業

Ａ14 

Ｑ13 新大

う

領

具

Ａ13 

分スタン

時間完結型

教師にとって

授業です。児童

か、解決のた

確で、「わかる

に「めあて」

が必要です。

業が終わればよ

大分スタン

新大分スタン

力」と「思考

領で求められて

具体化したもの

 

ンダードに

型の授業とは

て１時間完結

童生徒にとっ

ために何をす

る・できる」

を設定した

単にめあて

よいというこ

ンダードとは

ンダードは、

考力 ・判断力

ている主体的

のになります

について

は、どのよ

結型の授業と

ての１時間完

するのか、答え

を実感できる

たり、追及する

てや課題のプ

ことではあり

は、何です

基礎的 ・基

力 ・表現力

的 ・対話的で

す。 

て 

５ 

ような授業

は、単元構想

完結型の授業

えや結論は何

る授業です。

る事柄を明確

レートを黒板

ません。 

すか？ 

基本的な知識

」の育成を目

で深い学びの

ですか？

想に基づいたそ

業とは、この時

何か等、１時

そのためには

確にするため

板に貼り付け

・技能の確実

目指す授業改

視点による授

（大

その時間のね

時間は何につ

間 （１単位

は、学習の見

に「課題」を

て、１時間

実な定着に加

改善の視点です

授業改善をよ

大分県教育委員会

ねらいが達成

ついて考えれ

位時間 ）の学

見通しを持た

を設定したり

（１単位時間

加え、「学びに

す。新学習指

より分かりや

会ＨＰより） 

成される

ればいい

学びが明

たせるた

するこ

間）で授

に向か

指導要

すく、



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ15 

Ａ15 

Ｑ16 

Ａ16 

Ｑ18 

Ａ18 

Ｑ17 

Ａ17 

「めあて

「めあて

ゴールやゴ

本時のねら

ましょう。

「めあて

児童生徒

あて」と

か。」など

的な設定例
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「まとめ

まとめを

かしながら

ともに作り

に理解でき

することも

「まとめ

「まとめ

の学びを振

切に「まと

まりが期待

」と「課題

て」と「課題

ゴールまでの

らい、単元の

 

」や「課題

徒がその時間

「課題」を使

どの文末表現に

例は、大分県

ＵＲＬ http

」は、どの

を行う際は、授

ら位置づけて

り上げ、共有

きるように、発

も大切になり

」と「振り

め」は、追求

振り返らせ自

とめ」と「振

待できます。

題」は、両

題」は、必ず

の見通し、「課

展開によって

題」は、ど

間の学びを意識

使い分けるため

にすると、児

県教育委員会

p://kyouiku.

のように行

授業中に児童

ていくことが望

有するイメー

発達の段階に

ます。 

り返り」の

求した「課題

自覚させるも

振り返り」を使

 

６ 

両方設定する

しも両方設定

課題」は児童

て適切に設定

どのような表

識し続けるこ

めにも、「め

児童生徒の思

ＨＰ（下記Ｕ

.oita-ed.jp

行えばよいで

童生徒から出

望まれます。

ジです。また

に配慮しなが

違いは、何

」に対する答

のです。まと

使い分けるこ

る必要があ

定する必要は

童生徒が追求す

定して、児童生

表現にすれ

ことができる

あて」は「～

思考や視点は明

ＵＲＬ）を参

p/gimu/2016/

ですか？ 

出された言葉や

１時間（１

た、その時間

がら課題に対応

何ですか？

答えであり、

とめと振り返

ことで、児童生

ありますか？

はありません。

すべき事柄で

生徒の豊かな

ればよいです

る表現にする

～しよう。」、

明確になりま

参照してくださ

/10/post-77.

や授業のポイ

単位時間）を

間の 「まとめ

応した分かり

 

「振り返り」

りは、役割が

生徒の思考は

？ 

。「めあて」

です。教科等

な学びにつな

すか？ 

ことが大切で

「課題」は「

ます。各教科

さい。 

.html 

イントとなる

を通して、児

め」を児童生

りやすく明確

は、児童生

が違います。

は整理され、

は学習の

の特性、

げていき

です。「め

～だろう

等の具体

言葉を生

童生徒と

徒が確実

確な表現に

徒に本時

教師が適

学びの深
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．新大分

Ｑ20 板書

生

な

す

過

時

Ａ20 

Ｑ22 生徒

態

業

を

合

己

Ａ22 

Ｑ19 「振

と

大

す

深

基

Ａ19 

Ｑ21 習熟

際

る

適

Ａ21 

分スタン

書の構造化

めあてや課題

生徒の思考の整

文字の大きさ

す。このような

過程で学習が進

時間）の学びに

徒指導の３

「授業の場で

態度を養う」「
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